
令和２年４月号 和歌山工業高等学校定時制

昨年１２月、中国武漢市を中心として発生した新型コロナウイルス感染症の感染拡大の
影響により、令和２年３月２日から学校が臨時休業となって早や３ヶ月が過ぎようとして
います。
この間に行うはずであった、離任式、新任式、始業式は、まだ行えていません。特に離

任式については、今年度は中止せざるを得ず、お世話になった先生方と別れを惜しむ機会
が奪われてしまったことは、誠に残念でなりません。
この３月末で退職されたり、転任された先生方をご紹介し、お礼と惜別の意を表したい

と思います。
【退職】 久世正史 先生：機械系の科目や卓球部の活動でご指導いただきました。

また、特別活動部や教務部でお世話になりました。
杉原英典 先生：機械系の科目を中心に、熱心にご指導いただきました。

また保健関係のことでお世話いただきました。
【転任】 川本真也 先生：理科の授業で、スマートルームを活用して、熱心にご指導

いただきました。
この度、和歌山工業高等学校へ転任されましたが、１年生
の工業数理基礎を教えに来ていただけます。

妙中宣吉 先生：保健体育の科目を熱心にご指導いただきました。また、生
徒指導部や卓球部の活動などでもお世話になりました。
この度、紀北支援学校に転任されました。

４名の先生方、本当にありがとうございました。新天地でのご活躍をお祈りいたします。
今年新任となる先生方は、この後の学校行事で紹介します。

学校は臨時休業中でしたが、４月９日（木）令和２年度の入学式
は、挙行することができました。
西村校長先生から、新入生１１名（機械電気科８名・建築科３名）

と転編入生３名（機械電気科２名・建築科１名）の計１４名の入学
が許可されました。
西村校長先生は、式辞の中で新入生に対して次の３つのメッセー

ジを贈られました。
一つめは、今や色々な情報がすぐに得られる時代ですが、それをただの知識としてでは

なく、「積極的に体験して実感してほしい」ということ。
二つめは「自分自身を自分で鍛えてほしい」ということ。
三つめは、「自分の得意なことを見つけ、それにしがみつけ。そうすれば道は開ける。」

ということでした。そして、高校生活の目標を設定し、その実現に向かって最大限努力し
続けていくことを期待し、励まされました。

緊急事態宣言が出され、学校の臨時休業が続いています。今は皆さん一人一人が手洗い、
うがいや咳エチケット（マスクの着用）などの感染防止対策をしっか
り取って、行動を自制（自分でコントロール）することが大切です。
個別面談の日などもありますが、学校再開時に元気な皆さんに会え

るよう、皆さんや皆さんのご家族の健康をお祈りしています。
そのための毎日の健康観察と、Classi アンケートへの回答や担任の

先生との個別の連絡による日々の報告をお願いします。

★学校ホームページのＱＲコードです。 トップページにリンクします。



令和２年５・６月号 和歌山工業高等学校定時制

新型コロナウイルス感染症対策のため、約３か月間にわたる臨時休業がようやく終わり
を迎えました。学校では、教室の設備・備品や実習室内の器具等の消毒を毎日行っていま
す。生徒のみなさんも、これから暑い日が続きますが、基礎基本となる知識や技能をしっ
かりと身に付け、現在の仕事や卒業後の人生に生かしていけるよう、マスクの着用や「手
洗い、うがい」の励行などの感染症対策を取りながら、勉学に励みましょう！

ゴールデンウイーク明けの５月７日（木）と
１９日（火）を登校日としました。本校は１ク

ラスの人数は最大でも７名なので、分散登校ではなく全員登校
日としました。１９日には感染症対策についての話を聴き、翌
週２６日（火）からは０限なしの時間割で授業も再開しました。

５月２５日（月）には在校生を対象に、新
任式と始業式を行いました。
新任の先生は、写真左から藤田先生（機械）、

井上先生（保健体育）、山本先生（理科）、坂
口先生（建築）の４名です。これからよろし
くお願いします。
始業式では、西村校長先生は「今は「当た

り前」の有難みを痛感している人も多いと思いま
す。コロナ対策はみんなの協力が大切です。感染
者が出れば再び休校になり、みなさんの進級や卒
業にも影響が出てしまうかもしれません。」と、
今後も継続してお互いが協力し合うことの大切さ
を話されました。
また、在校生の式と同時進行で、１年生を対象としたオリエンテーションを行いました。

まずは体育館で、生徒指導部からの注意事項を聴いた後、実習時の教室の場所などを知る
ために校内施設を見て回りました。

今年はスマートルームを活用した授
業が増えました。そのため２つのスマ
ートルームが同時に利用される時間も
あります。
右の写真は、山本先生の「科学と人

間生活」（１年生）の授業風景です。

また、実習についても、器具や機器
の消毒を徹底し、人と人の間隔や人の
向きなど可能な限りの対策を取りなが
ら進めています。
右の写真は、亀岡先生の「機械電気

実習」（３年生）の実習風景です。機
械科実習棟のコンタマシンで、材料の
切断をしているところです。



令和２年７・８月号 和歌山工業高等学校定時制

今回は、１年生の「体育」と「科学
と人間生活」の授業風景を紹介します。
体育は、３階集会室で行うストレッチ
ングと体幹トレーニングを今年から取り入れています。科学と人間生活では、鶏頭の解剖
をスマートルームで行いました。

今年は４月～５月にかけて新型コロナウイルス感染症対策の臨時休業がありました。そ
のため夏季休業が大きく短縮され、それに伴って８月７日（金）に終業式、１７日（月）
に始業式を行いました。
西村校長先生は、終業式では、７月の熊本県での豪雨災害について触れられ、これから

の季節は新型コロナウイルス感染症対策だけでなく、自然災害に対する心構えも必要であ
ることを話されました。また終戦７５年を迎える今年、「戦争、平和、命」について考え
る機会を持つよう期待されました。
２学期始業式の日は全国的な猛暑日となりました。一日仕事に汗を流し疲れているにも

かかわらず、終業式より多くの生徒が、エアコンのない３階集会室に集まってくれました。
西村校長先生は生徒たちを気遣いながら、熱中症対策の大切さと、症状がコロナウイルス
感染症と似ていることに十分注意すること、健康維持のために栄養と睡眠をしっかり取る
ことを話されました。

今年度は３修制の生徒のための特別講座が開かれてい
ます。以下にその一部を紹介します。



令和２年９月号 和歌山工業高等学校定時制

８月２８日（金）和歌山県警察本部生活安
全部少年課少年サポートセンターから２名の
講師をお迎えして、非行防止教室を行いまし
た。
昨年度の中高生の非行の状況や、被害状況、ルールや決まりのことについて説明を受け

ました。また、特にＳＮＳの利用に関する注意点や意図せず加害者となってしまうおそれ
などについてＤＶＤを観ました。

９月２９日（火）１年生を対象に、高校生
防災スクールを実施しました。和歌山市消防
局中消防署南分署から３人の講師の方に来て
いただき、心肺蘇生法とＡＥＤの使用法につ
いて講義していただいた後、実習を行いまし
た。新型コロナウイルス感染症の影響で、人
工呼吸の実習は行いませんでした。
参加生徒は９名（７５％）でした。みな熱

心に講義を聴き、実習をしていました。
最後の感想文も、命の大切さやこれからの

行動などについてしっかり考えて書いている
ものが多かったです。

９月３０日（水）遠足を行いました。
昨年の遠足が好評でしたので、今年
も和歌山マリーナシティに行きまし
た。黒潮市場でバーベキューを楽し
んだ後、ポルトヨーロッパ内を散策
しました。
新型コロナウイルス感染症の影響

でなかなか行事が行えなかったので
すが、感染症対策を取りつつも、先
生方も生徒も少しはリラックス＆リ
フレッシュ。天候にも恵まれて、楽
しいひとときを過ごすことができま
した。



令和２年１０月号 和歌山工業高等学校定時制

１０月１６日（金）１年生を対象にして、
若者サポートステーションわかやまから２名
の講師をお迎えして、職業レディネステスト
を実施しました。
進路指導部の先生や担任の先生方もサポー

トしながら、生徒はみっちり２時間かけて粘
り強く取り組みました。
これを機会に自分の進路について、興味・

関心の側面からじっくり考えてみてほしいも
のです。

１０月２３日（金）新型コロナウイルス感染症の影
響で、春に実施できなかった新入生歓迎会をようやく
開催することができました。
生徒のアンケート結果から大ヒット映画「天気の子」

をみんなで鑑賞しました。参加生徒は２１名でした。

１０月２８日（水）和歌山西警察署から
２名の講師をお迎えして、交通安全講話を
行いました。
主に原動機付自転車に関する運転上の諸

注意や、事故を起こした際の賠償問題など
について詳しく教えていただきました。

１年生の「工業数理基礎」では、
関数電卓を用いて対数計算を行って
いました。

２年生の「書道Ⅰ」では、来月７日～
８日の生徒作品展示会に出品する作品を
作成しています。

ともに皆、熱心に取り組んでいました。



令和２年１１月号 和歌山工業高等学校定時制

１１月５日（木）は「世界津波の日」です。今年
も午前１０時には県下一斉に緊急地震速報の訓練が
行われました。本校は夜間定時制のためそれには参
加できませんでしたが、この日に合わせて、夜間の
３，４限に避難訓練を行いました。シェイクアウト
訓練の後、全日制本館６階に避難し、南海トラフ地
震対策啓発ドラマ「その日、その時･･･」を鑑賞しました。その後、いくつかの具体的な
事例を示し、それに対して自分なら実際にどのような行動を取るかについて、ひとりひと
り考え、発表する機会を設けました。

１１月６日（金）学校開放週間の最終日、
中学生向けに本校の体験学習を開催しました。
今年も機械電気科の機械コースおよび電気

コース、建築科の３つから１つを選択して体
験していただきました。事後アンケートの結
果からも、体験実習は中学生のニーズに応え
られた形で行えたと考えています。

１１月７日（土）～８日（日）にかけて、第６６回和歌
山県高等学校定時制通信制生徒作品展示会が和歌山市の和
歌山県勤労福祉会館プラザホープで開かれました。
本校からも次のような多くの作品が出品されました。



令和２年１２月号 和歌山工業高等学校定時制

１１月１３日（金）紀伊風土記
の丘から２名の講師に来ていただ
き、文化祭を行いました。
まず始めに紀伊風土記の丘につ

いての説明ＤＶＤを見た後、勾玉
づくりを行いました。
生徒は皆、熱心に取り組み、世

界に一つだけの自分の作品を作り
上げていました。

１１月１７日（火）和歌山西警察署から２名の
講師に来ていただき、薬物乱用防止講話を実施し
ました。昨年同様、今高校生にも広がりつつある
ことが全国的な問題にもなっている大麻を中心に
丁寧に説明していただきました。

軽い気持ちで手を出してしまわないよう、注意してほしいと思います。

新型コロナウイルス感染症のた
め、前期は行えなかった球技大会
ですが、後期は行うことができま
した。
バドミントンと卓球の２競技に

分かれ、熱戦が繰り広げられまし
た。
１位～３位の入賞者には賞品が

贈られました。

１１月２７日（金）の生徒総会で、以
下の新生徒会役員が決定しました。

生徒会長 今西唯月君（２機電）
副 会 長 井上 翔君（２建築）

山口彰斗君（１機電）
書 記 長 岩﨑宙夢君（２機電）
会 計 熊本阿槻君（１機電）

コロナ禍で行事を精選しつつも、今後の生徒会活動のよ
り一層の活性化のため、頑張ってくれることでしょう。



令和３年１月号 和歌山工業高等学校定時制

１２月２４日（木）２学期の
終業式を行いました。終業式に
先立ち、定通作品展示会や製図
コンクールなどの表彰伝達を行いました。製図コンクールでは特
選が１名、入選が１名でした。また、１年生もよく頑張り、３名
が計算技術検定３級に合格しました。さらに、新型コロナウイル
ス感染症の影響で昨年度末に表彰を行えていなかった令和元年度の皆勤賞の表彰も行いま
した。昨年度１年生で年間皆勤だった山本将己君（２機電）が表彰されました。
終業式では、西村校長先生が、年末年始も仕事のある人も、そうでない人も感染症対策

にしっかり取り組み、健康管理やその記録もきちんと取って、始業式には全員が元気に集
まれるようにしましょう、と話されました。

令和３年１月８日（金）は、和歌山市内でも朝から雪が降り、
この冬一番の寒さとなりました。それでも多くの生徒が元気な顔
で登校してくれました。
西村校長先生は、まずはそのことについて生徒を褒められまし

た。そして、和歌山でも新型コロナウイルス感染症の感染が拡大
していることに触れられ、卒業や進級など生徒個々の目標に向かって、体調管理しながら
しっかり頑張るよう激励されました。
その後、教務部、生徒指導部の諸注意があり、生徒は２限以降の授業や実習に真剣に取

り組みました。

令和３年１月１５日（金）から、転入（本科）および
編入（本科・専科）の予備面談と出願受付を行っていま
す。
時間は、平日の１３：００～２０：００ です。
本科は、国語、社会などの一般の教科、科目と工業の

専門科目を学び、高等学校の卒業を目指します。高等学
校を卒業していない方を対象としています。
専科は、既に高等学校を卒業しているが、本校で工業

の専門科目だけを学びたい方が対象です。
ともに予備面談を受けていただく必要があります。

締切は、予備面談は、３月１５日（月）
出願受付は、３月１６日（火）

の上記の終了時刻までです。

詳しくは、右の QR コード
から資料を読み取ってご覧く
ださい。

【本科生】 【専科生】



令和３年２月号 和歌山工業高等学校定時制

例年、ROUND1 和歌山店でボーリングを
楽しんでいた「予餞会」ですが、今年は新型
コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点
から、場所を校内に移し、映画鑑賞会として
実施しました。
鑑賞した映画はディズニーの「ムーラン（実

写版）」です。映画館では公演されておらず、
レンタルにも出ていない最新作です。生徒は皆楽しみにしていたようで、参加率が１０％
ほど昨年の予餞会よりも高くなりました。
鑑賞後は、生徒からも先生方からも好評でした。コロナ禍での今後の予餞会や行事の企

画の参考になっていくのかもしれませんね。

昨年秋から取り組んできた「Egg Drop」。
各自のアイデアをもとに試行錯誤し、設計、製作
を経て１１月下旬～１２月上旬にかけて、落下実
験を行いました。

【機体製作】

今年に入ると、プレゼンテーション用のパワー
ポイントを作成し、研究発表を行いました。

【落下実験】

【研究発表】

卒業を間近に控えた３，４年生の今年度の資格取得状
況です。
今年度も多くの生徒が挑戦し見事合格しました。この

努力と成果を自信にして、卒業後も頑張ってほしいもの
です。

〇 ガス溶接講習 4名
〇 フォークリフト運転技能講習 3名
〇 玉掛け技能講習 １名
〇 特別教育 安全衛生教育等修了

（小型車両系建設機械（整地等）の運転） １名



令和３年３月号 和歌山工業高等学校定時制

３月１日（月）１８：００から、令和２年度卒業証書授与
式が挙行されました。昨年からの新型コロナウイルス感染症
対策のため、昨年同様、ご来賓の方の人数は少なくなりまし
たが、岡本育友会会長様、西村同窓会副会長様にはご臨席を
賜り、保護者やご家族の方にもご参列いただいて、厳粛な卒
業証書授与式を執り行うことができました。
式辞で、西村校長先生は、３つのエールを贈られました。
一つ目は、大坂なおみさんの言葉である「ただ成長したい」

思いに従い、挑戦し続けてくださいということ。
二つ目は、役所広司さんの言葉「いい芝居をすることよりも、一緒に映画を作る仲間と

して認めてもらうことの方が大切だ」を紹介し、周囲の方々への感謝を忘れず、自分のな
すべきことに取り組んでいってくださいということ。
三つ目は、ドイツの詩人ツェーザル・フライシュレン氏の詩を読まれました。中でも

「勇気を失うな。くちびるに歌を持て。心に太陽を持て。」の部分を繰り返し伝えられ、
「いつも『心に太陽を』持って新たな目標に向かって努力し、それぞれの花を咲かせ、人

生を豊かに過ごされるように。」と励まされました。

３月２４日（水）終業式が行われま
した。式に先立って、今年度の皆勤賞
１名、精勤賞１名の表彰があり、それ
ぞれ道本賞が贈られました。山本将己
君（２年機電科）は２年連続の皆勤賞受賞となりました。
西村校長先生は式辞の中で、コロナ

禍での生徒の頑張りをねぎらいつつ、
引き続き対策を怠らないように、また、
最近頻発している地震について触れら
れ、「自助」のために考えることが大
切であると話されました。
校長先生は今年度で退職されますが、

生徒に送る最後の言葉として、自分の幸せのために今行動し
ていることを意識すること、それが他の人の幸せにどうつな
がるかも意識することが大切であると激励されました。

１，２年生の今年度の資格取得状況です。
今年度も多くの生徒が挑戦し見事合格しました。この努力

と成果を自信にして、来年度以降の学習や取組に生かしてい
くことを期待します。

〇 計算技術検定３級 ３名
〇 フォークリフト運転技能講習 3名
〇 危険物取扱者丙種 ４名


